
                             

★報 恩 講★

○日 時

○説 教  －１－

  恐縮ですが、お越しになる際は10月20日までにご連絡をお願い致します。

　　  有難い御法縁に感謝しつつ、お念仏の教えをいただきましょう。　

       どうぞお集まり下さい。年間行事の中で最も大切な行事の一つです。

勅使　英照　師

１０月２５日　  午前１０時半より(正信偈真四句目下　五淘次第六首）

　　                  正午　おとき（食事）

大 應 寺　                    真宗大谷派  香流山

《当院法要･行事のご案内》

明けてもいつまでもぐずついた日が続き、蒸し暑さがいつまでも続きま

【納骨堂・合祀堂のある真宗寺院】

やってきたほんの些細な幸せならとてもありがたく感じるのに、平穏な日々ではよほ

ことだとは思いませんか？　とても損をしていると思います。

 平穏な日々こそが何よりも幸せなことなのに、何か起こらないことにはなかなか気

　尚､当日の用意の都合上､事前に出席の確認をさせていただいております。まことに

 ｢あの時良かったが、今はダメ」｢あの時はダメだったのに、今は最高」

　　 厳修されます。(時節柄当院では一ヶ月繰り上げて厳修いたします)

                        午後　１時半より(伽陀･登高座、正信偈同朋奉讃）

 9月に入って朝晩はとても過ごしやすくなりました。いつからでしょう

か夜になると虫の声が一層秋を感じさせてくれます。今年の夏は梅雨が

す。良くも悪くも私たち人間は常に何がしらを比べて物事を判断しがちです。

　　 残して下さったことへの報恩感謝の法要で、毎年、御聖人の命日前後に

         報恩講とは、宗祖である親鸞聖人様が真宗を開き､尊い教えを今に伝え

付くことがでず、また、気付こうともしない。もっと違う視線で素直に今を喜ぶこと

 
ができれば、一層楽しく明るく歩むことが出来るのではないでしょうか？　　　合掌

 いったい何を基準として今が良いのか悪いのか,非常に曖昧なものです。苦悩の後で

ど大きな幸せが訪れない限りかえって不幸だと感じてしまいます。これは大変残念な

         今年も報恩講を厳修する時節となりました。皆様、お誘い合わせの上､

　　　  第 24 号  　 2 0 １7年    　秋

したね。それだけに一層9月の秋めいたここちが気持ちよく感じられま
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